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の反予行悶主J受述似をf行涼するなかて＼はじめて (6）社会I�ぷOJ！設l切 1949｛ド10月． 中供人民

l込民illi!T!IJIζとりくんだ。 秋． 広州｛ζいき同民党 共和ml成立とともに国家主席Iζ就任し． ソ.i!llを訪

立伝部で活動. 26年lζは段民巡動�.Vi習所長とな 問して，50年2,EJ， 中ソ友好同��l条約を結んだの

ったが. 7月． 北伐の側始とともに上if1JIζ出． をはじめ， 絡済復興． 朝鮮戦争（bUl�l妥悦！）． 三

中共俊民主主動委 n会 .＇：F:i己とな っ た。 Z7年 3月． 反五反， 民業協同 化などに指当事的役割jを見u.こ し

「湖南l民民巡勤続察報告」を�炎し． 同民党の荷量 た。 56年のスタ ーリン批判 後は． 国際共産主謀

反を恐れて段民jill1!J1をおさえようとする， 隙独 巡!Tll1内の修正巳J史的潮流とたたかい. 57年lζは

秀 ら中共倍率ffl5の 口和1見主義｛ζ反対し． 紙Ir..分 •r j七代.＆I羽i主としてモスクワirnりlの作成に容／Jll

子として非鎚を受けた。 した。 関内ては人民内郎のイ.，行の存在と正しい

(3）土地本命戦争1!11 国共分災後． 小Jたを支 処慢のあり/Jを指却し. 57年の百家’（•�q・百-IE

配した極左路線｛こ抗し， かれは独自の判断て弁 芥放． 反白派閥争を徐.illi. 工政併iffiの社会主み

陶山にはL、り． 級1沼地のil＼，役とk地i（＇命IC.，｛；手 路線をうちだして人民公社・ 大l111!.iffiのilli1i.11を.iJ.!j

した。 中共中1たからは先端悦されながら. i[jllj め. 59停には同家主席を持して尖；fj]Iζ専念した。

・術ill両nのn境lζ阪惚胞を�泌させ. !j正1＇［三 6�＇ド． かれは社会J:.i引士 会 に おける階役l�\I ＇（•の

路線による打悠（Ui'J;強攻の失敗。 協開店夫人 (f..:tE. 資本セ災復活の危険性をj出荷し． 悶��l!'·J

はこのとき国民党に処刑された）を克Jjflし． 国民 には＂］ソ論争を所持し. 1!41付では社会主義教育

尖；恨の3聞にわたる包闇汁伐を粉砕し. 31年には 述1iJJを発泌させ＇ 66年に はCJら光頭に立ってプ

江西南部3のf；品金をI》I/;fl Iこ中継ソヴィエト共t1ll司 ロレタリア文化太J広命を発動した。69年4刀の

を樹立． 毛沢以はその政府主席にii!ばれた。 そ 中共9うそ六会｛立． その勝手IJを侃・.:.t!.し． ふたたひ

の後． 中共中央をにぎる王IVJら教条主�首｛こ排 モ沢東.＇.！.＇.思を•I• JI；のf'.ll；命的J，�n:liとして位：，v�づけ．

斥され． 実怖を係われたが． 教条主災省の術碍 休彪をかれの後納r.·として指γ1した。

が恨惚I也のY!!1；えをまねいた現実の教，�II ICより. 1ミ II J干作. I'H回命 1917'<f. ＜新1'1＂手） Iζ汚名：1し

i正途上の35年l月． 中共は.i.\1�会泌て 1三if'�以を た〈体ffのlilf究〉以来， �くの汗｛午があり. l三

政治局主席. m:·J�愛口会主席にii§出した。 その 要ならのはrモ，，.� !.R.i:!!i !lta < r淀川4 �. 1951ー）．

後． かれの借与を認めぬ仮l時黙の分裂行動で危 r毛沢東存作巡；）＇�』(1964) ICおさめられている。

機tζ陥ったが． 一部のキ1：’・frを十lいてir•IO'.を続け． かれはまた将人としてもAf'.jf.があり. r主主開

10月． 険西北郎の似鎚地に宝IJi,主した。 J寺初三十七1::'.iJ ( 1963） が 出 版 tさ れている。 かれ

( 4）抗日戦争JQJ 峡Jtr•J n後． とくに37年.｛｝：. の.！！JU，命的民献は多}J面にわたるが． 人反戦争

延安にはいってからの10年li\J. かれはこの本拠 の理論をS直立したr持久戦論』（1938）など一連

を絞れることなく． 中同市ー命を指得した。351手 の沼市論文. r実践論』（1937). rオ町Jむ（1937)

の8 ・ 1 �;j'以来． コミンテノレン＝王明の右犯 などの-!ITったJ命文． 大然路線をAt i＇｝させた rift'£,;

的統一戦線論｛ζ 「）/!l�年抗日」の抗日民肱統一；i\!( 文学・ 3芸術庖淡会におけるJ九：汚』（1942）など悠

線政策を対泣し． 遊司定戦争そ戦時的中心にすえ ！忍文献はとくにn名である。 社会主＆lJi.;1ICお

た持久戦の必然性を説き. 38年10月の中共6）明 いては. 57年のr人民内ffl5の ，fluを正しく処珂！

6中全会で玉明路線を克服した。 40年Iζは「新 する問題Iζついて」以来． プロレクリアート独政

民主主議論」 を発表して当面する・依命の性特もそ のもとでの 2 Ht矧の矛盾. r.:ir級． 隣級！矧やのfill

OJ］らかにし. 42年には大生産辺助と鐙風rji1iJJを 舗を淀組し． ソ.i!!!共産党などの全人民の党. ll<J 

惜i与して自力更生と大衆路線の筋立IC民・献した。 家といった修正主』受理治Iζ反対する一方． プロ

そして45年. 7金大会において． かれは党主将 位I去のもとでひきつづき市命を行なうという文

iζ選出され． 毛沢東窓惣l立会党の活動の方針と 化大本命の指将見念を織成した。 かれは革命：哀

して磁認されるにいたった（乙の問. 39年IC現 てある。 その一家についてみても段初の·�の尚

夫人江官女史と結婿したい 関口． 長男の毛j詳＊· 弟の毛沢民・沢滋． 妹の

(5）島事政戦争j明 日本の降伏後． かれは招き 沢長Eを革命のなかで殺に殺されるという苛烈な

に応じてill:� iζ飛び． 蒋介石 と国共和平協定を 吸いのなかて． その思惣. Jill論そ怖さ廷してきた。

結んだ。だが蒋介石 と その背後の ア メ リ カ 帝国主 マルクス＝ レーニ ン主義の現代におけるi及問的

義の反動的本性をi直線したかれは． 党内外IC強 だとされるを沢J:R思想、は， 徹頭il&Jii. 'l(..命の突

か勺た国民党との妥協論を俳し． 人民の武装と 践的課題と対決するなかできずかれた体系なの

解放区の術力を 保持 しつづけ た。 はた し て，16年． である。 ｛小野 初予）

国民党'ITてが解放区te攻喰を開始するや． 依 Jtを ＿，，，，－－－－
転々としながら戦争の全局を指得し. 48年． 人 1 もうたくとうしそう 毛沢東思想 〔英〕

民解欣軍の総反攻開始とともに河北iζ移り. 49 I Mao Tse-tung Thought 中国共産党主席・

年3月．北京にはいり，新政府の樹立を相備した。 毛沢東の宿命思；tr\， 戦略と戦術. tit界認；設． 当
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面の社会主災ill.没のP..ll；念などを包iliした，，，�人 び「政伶iは銃口よりうまれるJ（毛沢ifOという

民共和同のl国家的イデオロギーであり＇ 71レク 信念にみられる15:.il� J:l.['ilt']J思惣の全面的発現．
ス＝レーニン主みのrft凶的な発桜形態ともいえ ③このような小川市命の続験を「rp lj!思:fl:！」の

るが． カリス7的なモ沢＊個人�：H平体；1111の緩致 拡大再生産 と もいえる民峡芯：J設でささえている

において毛沢東J思似を絶対化している今日の中 強烈な ナ シ ョ ナ リ ズム ， を 数えあ げる乙とがて

図て1ま． 毛沢m思似を71レタス＝レーニン主縫

のたんに中国的発以形態としてみなす乙とを箔

否し． それを7ルクス＝レーニン主�の現代に

おけるM:iBiの発展形態だとみなしている。1965

年後半より開始された． いわゆるプロレタリア
文化大依命は． このような毛沢w:.m忽て終的l化

された中国共E主党の!fi:Uとを沢東思忽による術

力支配の一元｛ヒを求めてを�双自身が$H!IJした

激烈な党内闘争であり． 広範な大�Kをこの闘争

にまきこんだ「大；1<.i!ll動化された術力l}\l 'fりで

あったが． 文化六位命の勝手ljを画した旧69年4

月の中国共産党9全大会ては， 析しく保択され

た党規約の「総綱」のなかで． 毛沢東思忽はっ

き’のように定義されている。すなわち． そこに

は「中同共産党は． マルクスヱ従・ レーニン主

義・毛沢点思忽1をn己の！♂‘似をよ布くI'll；命的Ji!;鑓

とするJとあり． 従J艇の「71レタス＝レーニン主

義」 という災現から「マルクス主義・ レーニン

主＆・ 1三沢』－！.！ fよ1氾！」 という災現への変化にみら

れるように， マルクスの時代． レーニンの時代

と穴ーなった毛沢東時代の到来がほ史的に区分さ

れて公式にロn持されたあと．「毛沢!.l.f.'.£1.忽1は． 常

国主みが全面的Iii！鳩に向かい． 社会J:...炎が全世
界的勝手。lに向かう時代の71レタス＝レーニン主災

てある」とされているのである。こ乙にみられ

るように． 毛沢!.Ir思思とは． たんに毛沢東の宿

命思悠一般をさすものではなく． それは毛沢東

的な理論と実践の一つの包活的な体系てあり，

中国共続完は公式にはtれ、ないが． まさに毛沢

東主淀（Maoism）といいかえる乙とができるも

のである。いうまでもなく． そ乙lζは． 毛沢東

思惣ζそ現代における唯一の疋統的なマルクス

＝レーニン主i廷であり． むしろその段高の発展だ

として乙れを持沼化しようとする願望と執念が

ζめられているといえよう。

ては． このような包伝的な体系としての毛沢

w:.号、:U�は． どんな特貨をもっているてあろうか。

中国共髭党が毛沢東恩忽を世界的Iζ普沼化しよ

うとしているその意図にもかかわらず． そ乙lζ

はやはり． 半封ill・ 半値民地の広大な土岐にお
いて中国民肢の再生と 続ーを求める強？.！！な民族

�：s誌のもとに， I：.：！民主体的な武渓闘争としてE喜

朗されてきた中国総命の特徴がそのまま反映し

ているといえよう。つまり． 毛沢東恩怨の話本

的な性絡としては． ①IJ:il民とくに食店 ・ 下！凶中

段lζ依拠したI；！！民主体的な革命経験の絶対化，

＠きわめてユニータ広遊祭戦の戦略と戦術およ

きょう。

と乙ろで＼中国共産党において毛沢東思惣と

いう用活が仮初IC用いられたのは1943年の?Jlj少
奇の論文r党内のメンゾエヴイズムを一保せよ』

においてであり． ここでf,f.えられた毛沢東思惣

は. 1945年の中間共産党7全大会党線約て尖；の

ta針として定式化された。 しかし. 56年の「ス

ターリン批判」をう疋険に個人崇拝防止への考肢

がなされ． 同年の中国共虚xB全大会党規約に

おいては毛沢東忽怨という周認が削除されたの

であった。 ところが． 中ソ論争の滋化ととらに

ふたたび毛沢点思怨の自主位性が強調されるよう

になり． ついて． 毛沢東思偲の定式化をはか勺

た3)1J少-t.tその人をlb; 大の敵として たたかわれた

文化大革命を絡て． 今日の毛沢東！ぷ巴1の位ぼが I 
om定したのてある。 (IJ:t Tu＼閥2藍｝ I 

もうりしげよし 毛利重荷E a主没年不J下

くわしくは． E利助兵f·�i直能というが． 伝J己は

なにも伝わっていない。そのと主没年月はいうま

でらなく．｛三知すべき資料にほづいたものは．

なにも伝わっていなt、。 その汗，＇F r·x1Jr,£ ,IF』の

どE末lζ． 「m:t11のi同氏Mil.'11瓦林の住人であるが．

いまは京邸IC住む。：切りすZ天下一と弓・する者で

ある。元和8年の初谷」と，！r-�、であるので. 17 

世紀 の初 !D] I ζ 沼 紛し． 京 昂lて�を捌いて． 「そ

ろばんJを教侵していたもののようである。

毛利が． どのようにして「そろばん」の知J設

を身につけたのであるかについても． それを伝

えるたしかな資料はないが， 乙のころには． 支

加の程大位が若わしたr算法統宗」（1592）が．

朝鮮を経てわが国Iζ伝わっていたので． 乙れに

よって＇ rそろばん」による「割り雰」の知E遣を

得たのであろう。

毛利が箸わしたr;i.�J11-:.!J=J は． 日本人の手に

なる数学舎の第i号てある。乙れは24�の小形

の冊子て あって． 「そろばん」による割り鉱と

それの応用について述べたものであるが． 独創

；『守な王子述ではなL、。 との往物の内容を， r古代

数学m＜上）」（日本吉奥全集）によって． ながめ

ると． 乙れは． 支JJBで行なわれていた rそろば

んJ による剖りす1の方法を伝え， それの日常生

活の問題や測量の方法への応用について述べた

ものであるが． ぷ朴な内容のものである。 毛利

ICは． 吉 出光泡． 今村 知I窃． 高 原吉府tという3

人の門弟があったが， 乙の3人｛孟利r.rの形成IC

fil要な人物てあった。 ｛小掲 憲｝

もうりし�t
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